
78 第2部　遺伝子とその働き

転写と翻訳の仕組み

DNAの情報をもとに，タンパク質が合成される。その転写と翻訳の仕組みに
ついて見てみよう。
◉転写◉　転写が起きるときは，核内でDNAの二重らせんの一部が塩基の部分
で分かれ，2つの 1本鎖DNAとなり，片方の鎖の塩基配列がRNAに写し取られ
る（図 a）。遺伝子のDNAの情報を写し取ったmRNAは核膜の孔

あな

（核
かくまくこう

膜孔）から
出て細胞質に移動する。

◉遺伝暗号◉　翻訳の過程では，3個一組の塩基配列が 1種類のアミノ酸を指定
する。3個一組の塩基配列をトリプレットという。このうち，mRNAのトリプレッ
トは塩基配列からアミノ酸を指定する暗号文に見たてられ，コドン（遺伝暗号）と
よばれる。

DNAの一部で，塩基対が外れて1本鎖になる。

DNAの転写範囲ごとに転写が行われ，RNAの合成が進む。

一方のDNA鎖とヌクレオチドとが塩基対をつくり，次に
ヌクレオチドどうしが結合してRNAの合成(転写)が行われる。

RNA

▲図 a　転写の仕組み
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